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あ
っ
た
。
そ
し
て
戦
後
、「
反
日
」
雰�

�

囲�

気�

に

覆�
�

わ
れ
た
台
湾
社
会
で
、
中
部
を
拠
点
と
し

て
、
親
鸞
聖
人
の
み
教
え
を
広
め
る
こ
と
に
努

め
た
。
さ
ら
に
、
将
来
、
道
場
の
拡
充
を
展
望

し
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
）
年
に
台
中
市

の
郊
外
に
土
地
を
購
入
し
た
。
そ
れ
が
現
在
の

光
照
寺
（
第
二
寺
院
）
の
建
設
用
地
と
な
っ

た
。陳

銘
芳
師
は
戦
後
の
数
十
年
間
、
日
夜
布
教

台
湾
に
お
け
る
本
願
寺
派
の
開
教
は
一
八
九

五
（
明
治
二
十
八
）
年
に
遡

�
�
�
�り

、
戦
前
に
は
六

十
を
数
え
る
本
願
寺
派
の
寺
院
、
布
教
所
が
あ

っ
た
が
、
一
九
四
五
（
昭
和
二
十
）
年
の
終
戦

に
よ
り
、
日
本
寺
院
は
全
て
台
湾
の
国
民
政
府

に
接
収
さ
れ
た
。

戦
前
、
京
都
の
中
央
仏
教
学
院
、
伝
道
院
な

ど
で
浄
土
真
宗
を
学
び
、
帰
国
後
、
本
願
寺
台�

�

北�
�

別
院
に
勤
務
し
、
台
湾
南
部
の
嘉�

義�

や
台�

�

南�
�

の
寺
院
に
も
布
教
を
行
っ
た
陳�

�

銘�
�

芳�
�

師
は
、
戦
後
の
混
乱
期
と

い
っ
た
厳
し
い
状
況
の
な
か
、

台
湾
中
部
の
元
日
本
各
宗
仏
教

寺
院
に
戦
後
無
惨
に
放
置
さ
れ

た
日
本
人
遺
骨
を
リ
ヤ
カ
ー
で

収
骨
す
る
こ
と
に
孤
軍
奮
闘
、

奔�
�

走�
�

し
な
が
ら
、
浄
土
真
宗
の

教
え
を
守
り
続
け
、
弘�

宣�
�

す
る

信
念
で
、
一
九
五
三
（
昭
和
二

十
八
）
年
、
台�

�

中�
�
�

市
の
中
心

に
光
明
寺
を
設
立
し
た
。
戦
後

初
め
て
の
本
願
寺
派
の
寺
院
で
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に
走
っ
た
す
え
、
長
年
の
労
が
重
な
り
、
一
九

八
二
（
昭
和
五
十
七
）
年
に
往�

�

生�
�
�さ

れ
た
。
光

明
寺
の
再
建
落
成
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の

志�
�
�
�
�を

継
ぐ
た
め
、
現
在
光
照
寺
住
職
で
あ
る

長
男
の
陳�

�

一�
�

信�
�

が
学
校
の
教
職
を
辞
め
、
龍
谷

大
学
大
学
院
に
て
、
仏
法
と
真
宗
教
義
を
学

び
、
帰
国
後
、
布
教
に
励
ん
だ
。
一
九
八
三

（
昭
和
五
十
八
）
年
に
父
の
遺
志
を
継
ぎ
、
光

明
寺
再
建
落
成
法
要
を
厳�

�

修�
�
�し

た
。

一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
、
新
道
場
の
建
設

が
立
案
さ
れ
、
一
九
九
九
（
平
成
十
一
）
年
六

月
に
着
工
し
た
が
、
同
年
九
月
二
十
一
日
の
台

湾
中
部
大
地
震
で
、
一
時
的
に
工
事
中
断
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

に
直
面
し
な
が
ら
も
、
門
信
徒
の
固
い
決
意
と

ご
本
山
、
日
本
仏
教
伝
道
協
会
、
は
せ
が
わ
美

術
工
芸
社
な
ど
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
の
も

と
、
二
〇
〇
三
（
平
成
十
五
）
年
に
本
堂
、
記

念
堂
、
講
堂
、
図
書
室
、
庫�

裏�

な
ど
を
備
え
た

地
下
一
階
、
地
上
五
階
の
道
場
が
よ
う
や
く
竣

工
し
た
。
二
〇
〇
四
（
平
成
十
六
）
年
三
月
八

日
に
、
前
門
様
ご
親
修
の
も
と
、
光
照
寺
の
落�

�

成�
�

慶�
�
�

讃�
�

法
要
が
厳
修
さ
れ
た
。

落
成
か
ら
十
数
年
を
経
た
今
、
光
照
寺
の
周

辺
は
、
人
け
が
少
な
く
、
空
き
地
だ
ら
け
の
郊

外
か
ら
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
が
林
立
す
る
住
宅
密

集
地
へ
と
様
変
わ
り
し
た
。
現
在
、
光
照
寺

は
、
本
願
寺
派
台
湾
開
教
事
務
所
の
役
割
を
担�

�

い
、
常
例
布
教
、
仏
教
講
座
の
ほ
か
、
日
本
語

教
室
、
コ
ー
ラ
ス
、
外�

�

丹�
�

功�
�

（
中
国
功�

�

夫�
�

の
一

種
）、
民
芸
品
教
室
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
の
際
、
台
湾
か
ら
日
本
に
多

く
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る

よ
う
に
、
現
在
の
台
湾
は
親
日
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
戦
後
、
日
本
人
の
引
き
揚
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げ
に
伴
い
、
日
本
的
な
仏
教
は
払�

�

拭�
�
�

さ
れ
、

中
国
本
来
の
仏
教
形
態
に
還
元
さ
れ
、
今
で

も
、
出
家
仏
教
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
加
え
、
台
湾
人
の
構
成
に
お
い
て
、
戦
前
か

ら
い
た
「
原
住
民
」、「
河�

�

洛�
�

人�
�

」、「
客�

�

家�

人�
�

」

に
、
戦
後
に
は
中
国
各
地
か
ら
の
「
外�

�

省�
�
�

人�
�

」

が
加
わ
り
、
さ
ら
に
、
近
年
で
は
、
東
南
ア
ジ

ア
諸
国
な
ど
か
ら
の
外
国
配
偶
者
や
中
国
か
ら

の
大
陸
配
偶
者
と
い
っ
た
「
新
住
民
」
が
加
入

す
る
こ
と
で
、
ま
す
ま
す
多
様
で
、
複
雑
に
な

っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
背
景
の
な

か
、
台
湾
人
を
対
象
に
布
教
す
る
際
、
日
本
の

在
家
仏
教
の
あ
り
方
、
特
に
浄
土
真
宗
の
み
教

え
は
な
か
な
か
理
解
さ
れ
難
い
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
開
教
環
境
で
は
あ
る

が
、
微
力
な
が
ら
も
、
な
ん
ら
か
の
機
会
を
作

り
、
少
し
で
も
よ
り
多
く
の
方
に
浄
土
真
宗
の

み
教
え
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
、
前
述
の

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
も
行
い
、「
寺
に
ご

縁
の
あ
る
方
、
さ
ら
に
ま
た
ご
縁
の
な
い
方

へ
」
お
寺
に
足
を
運
ぶ
き
っ
か
け
と
し
て
活
用

し
、
社
会
と
の
関
わ
り
も
積
極
的
に
深
め
て
き

た
。
例
え
ば
、
民
芸
品
教
室
で
作
っ
た
作
品
を

用
い
て
、
台
中
市
仏
教
会
が
主
催
の
花
祭
り
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
で
義
援
金
を
募�

�

っ
た

り
、
コ
ー
ラ
ス
を
通
じ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
の
一
環
と
し
て
、
老
人
ホ
ー
ム
を
訪
問

し
、
仏
教
讃
歌
や
民
謡
な
ど
を
披�

露�
�

し
た
り
、

ま
た
、
外
丹
功
の
練
習
を
通
し
て
、
お
寺
に
入

る
こ
と
で
、
心
が
豊
か
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

身
も
よ
り
健
康
な
も
の
に
な
れ
る
と
、
お
寺
を

よ
り
身
近
で
、
気
軽
に
入
る
場
所
に
感
じ
さ
せ

る
工
夫
を
し
て
き
た
。

台
湾
も
日
本
の
よ
う
に
、
少
子
高
齢
化
の
社

会
と
な
っ
て
き
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
過
去
に
な

い
各
種
の
社
会
問
題
が
続
々
と
発
生
し
、
そ
れ

に
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
、
多
く
の
方
が

い
ろ
い
ろ
な
悩�

�

み
を
抱�

�

え
て
い
る
。
少
子
高
齢

化
が
先
行
し
た
日
本
の
経
験
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
こ
う
し
た
激
変
す
る
時
代
に
こ
そ
、
真
宗

教
義
を
弘
宣
し
、
自�

信�
�

教�
�
�

人�
�

信�
�

、
念
仏
の
教

え
を
社
会
、
家
庭
に
浸
透
さ
せ
た
い
も
の
で
あ

る
。※

現
在
、
台
湾
開
教
地
に
所
属
す
る
寺
院
と
し
て

は
、
台
中
市
光
照
寺
、
光
明
寺
の
ほ
か
、
香
港

法
雷
念
仏
会
の
寺
院
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
、
台

北
、
高
雄
に
も
浄
土
真
宗
の
教
義
を
聞
く
こ
と

の
で
き
る
念
仏
道
場
が
あ
る
。

（
台
湾
開
教
地
事
務
所
長
陳
一
信
）
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